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第一回 GNH 研会員の集い 議事録 
 
第一回会員の集いが 2009 年 1 月 31 日（土）JICA 地球広場にて午後 1 時～4 時行われま

した。当日は朝の冷たい雨にもかかわらず合計 28 名の参加があり、3 時間わいわいがやが

やと楽しい時間をすごしました。 
当日の参加者は 

司会進行 平山（修） GNH 研 
1 班 山本けいこさん 
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でした。この班分けで自己紹介（大体 1 時間）、GNH の講義（約 30 分）、グループワー

ク＋発表（約 1 時間）を行いました。 
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グループワークのテーマは 1.今後の GNH 研の活動をどう進めていけばよいか、2.ブータ

ンの図書館への絵本寄贈プロジェクトをどう進めたらよいか、この２つのうち好きなほう

のテーマを選んで自由に討論してもらいました。 
 
1 班･･･絵本プロジェクト 
・ なぜ絵本を贈るのか･･･ブータンの子供が絵本に触れる機会が少ないため。その機会

を与えるという意味で必要では。 
・・・・・・日本人が選んで内容的に偏らないか 

・ 英語の絵本を如何に集めるか 
日本語の絵本に英語訳を貼り付けるのでも良い→これは大変らしい。 
資金を集めて現地で買う･･･輸送コストが省ける、ブータンにお金が落ちる、ブータ

ンにも良質な絵本がある。しかし日本側のモチベーションが下がるのでは？ 
･･･ブータンの民話を我々が絵本に出来ないか 

 
2 班･･･絵本プロジェクト 
・ 自然がテキストなので本を贈らなくても。。。 
・ 子供の視点で考えるべき 
・ 活動については何をやっているのかを明確にしてはどうか？ 
・ 進捗状況をブログで報告してはどうか？ 
・ テーマ＋会議を毎回 GNH 研のレポートとしてまとめてはどうだ。 

 
3 班･･･絵本プロジェクト 

・ 目的は、ブータンの子供に教材提供、ブータン人に GNH を知ってもらう 
・ どう集めるか･･･インター校では集めやすいのでは？日本語の本をそのまま贈って

も良いのでは？ 
・ 普通の本を集めて、それを買い取り業者に売って資金を集めてはいかがか？ 
・ また絵本提供者 1 冊につき 500 円程度逆にもらい郵送料にしてはいかがか？ 
・ これから赴任する協力隊員、スタディツアーの学生に運んでもらう 

 
４班･･･GNH 研活動 

・ まずこの集まりは何なのか、何を目的としているのかを明確にする 
・ ネットを使ってできることは認識の共有であり知識の共有である。 
・ 今の活動が活発にならないのは、匿名性、能動的かどうか、あまりお互いを知らな

いからではないか。皆が集まれる、溜まり場のような場があっても良いのでは？ 
・ 課題を読んで意見交換するスタイルもよいのでは？ 
・ 文献情報を集めて公開する 
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5 班･･･GNH 研活動 

・ まずホームページがわかりにくい、写真が少ない、活動内容の報告もあるべき。 
・ ブータンの料理教室、講演会、学習会、研修ツアーなどが良いのでは？ 
・ GNH 自体の学習会も必要だと思う 
・ 絵本に関してはブータンに行くメンバーが持っていけばよいのでは？ 

 
6 班･･･GNH 研活動 

・ GNH 研はまず近い人たちは会って交流し、遠くの方々は Net 上で情報交換をするス

タイルが良いと思う。 
・ 情報交換はGNHに関する内容や、そもそもGNHとは何だという情報の共有も含む。 
・ また目に見える形でGNH研の活動を行い、情報発信したい。たとえばGNH村構想、

スタディツアー（日本、ブータン）などの実施 
・ 学校教育の場に係っても良い 
・ 将来的には政策提言につなげたい 
・ GNH 研も同じような活動を行っている団体と提携した活動をしても良いのでは？ 

 
簡単に書きましたが、このような有意義な意見がありました。今後はこのような意見を生

かして、次の活動を行っていきたいと思います。 
なかなか本業を持っている方が多いため、活動実施はゆっくりとしたペースになりますが、

3 月に次回の会員の集いを考えています。 
 
内容（このうちどれかを行います） 
１．課題図書（A4 数ページ）を読んで意見交換 
２．分科会の立ち上げ？ 
３．幸せの形発表会（将来一冊の冊子にします） 
 
それではまた皆さんお会いしましょう。 
 
平山修一 

Copyrights(C) GNH-STUDY.COM All right reserved.


